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または冷却するほか，金型に部分的に耐熱材料を使用す
ることや，被鍛造材から金型への伝熱を抑えるなどの対
策が適宜講じられる。β鍛造ではプロセス条件としての
鍛造温度範囲が狭い。そのため，耐熱合金製の金型をヒ
ータやガスバーナを用いて500℃以上（鍛造温度より数
百℃低い温度）に維持しながら鍛造するホットダイなが颸


